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科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
国
際
青
少
年
サ

イ
エ
ン
ス
交
流
事
業
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
Ｓ
Ｓ
Ｐ
）
」
の
参
加
者
に
よ
る
第
６
回
さ
く

ら
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
同
窓
会
が
12

月
13
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
で

開
催
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
、
「
絆
を
再
び
結
び
、
協

働
を
広
げ
る
：
未
来
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
日
本
同
窓
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

化
」
と
し
、
同
窓
生
ら
90
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

同
会
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
同
窓
会
バ
イ
ツ
幹
事
長

の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
っ
た
。
バ
イ
ツ
幹
事
長
は
「
本

同
窓
会
は
、
研
究
者
・
教
育
者
・
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
・

起
業
家
・
学
生
な
ど
多
様
な
同
窓
生
が
再
集
結
し
、

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
に
由
来
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

強
化
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
」
と
語
り
、
日
本
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
協
力
体
制
の
深
化
を
、
学
術
交
流

だ
け
で
な
く
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
研
究
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
へ
広
げ
た
い
意
向
を
示
し
た
。
新
た
な

友
情
・
ア
イ
デ
ア
・
協
働
が
生
ま
れ
る
場
と
な
る
こ

と
を
願
い
、
開
会
の
言
葉
と
し
た
。

Ｊ
Ｓ
Ｔ
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
本

部
の
庄
司
室
長
は
、
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
「
同
窓
生

が
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
繋
ぐ
架
け
橋
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
語
り
、
こ
れ
ま
で
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
同
窓
会
の
各
種
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
施
等

の
自
主
活
動
へ
の
謝
辞
を
示
し
た
。

在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
本
国
大
使
館
の
明
珍
充
臨
時

代
理
大
使
は
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
、
「
科

学
技
術
の
強
化
や
高
度
人
材
の
発
展
は
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
、
長
期
的
な
経
済
成
長
、
人
々
の
ウ
ェ
ル
ビ

ー
ン
グ
に
不
可
欠
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、「
Ｓ

Ｓ
Ｐ
が
科
学
技
術
分
野
に
お
け
る
人
材
育
成
に
貢
献

す
る
重
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
、
「
同
窓
生
に
は

日
本
で
得
た
経
験
を
生
か
し
、
両
国
の
さ
ら
な
る
関

係
強
化
に
生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
言
葉
を
結
ん
だ
。

■
情
報
セ
ッ
シ
ョ
ン

Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
実
施
す
る
新
ス
キ
ー
ム
と
し
て
、
日
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
協
働
連
携

事
業
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
）
の
概
要
を
説
明
。
国
際
共
同

研
究
を
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
吉
岡
専
任
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

若
手
人
材
交
流
（
Ｙ

－

ｔ
ｅ
ｃ
）
を
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
石
黒

シ
ニ
ア
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
説
明
し
た
。
日
本
留
学
に

関
し
て
、
日
本
学
生
支
援
機
構
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
プ

ラ
ビ
ン
ダ
・
マ
ル
テ
ィ
カ
・
サ
リ
氏
よ
り
、
バ
ハ
サ

語
で
情
報
提
供
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
者

を
対
象
と
し
た
ニ
ト
リ
奨
学
金
の
新
設
に
つ
い
て
、

Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
単
調
査
役
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

■
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン

２
名
の
講
演
者
が
登
壇
し
た
。
一
人
目
は
Ｙ

－

ｔ

ｅ
ｃ
を
活
用
し
た
具
体
的
な
交
流
事
例
と
し
て
、
ガ

ジ
ャ
マ
ダ
大
学
の
イ
ェ
ク
テ
ィ
・
ア
シ
ッ
・
プ
ル
ウ

ェ
ス
ト
リ
教
授
か
ら
、
自
身
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

の
歩
み
の
紹
介
、
Ｙ

－

ｔ
ｅ
ｃ
を
通
じ
た
奈
良
先
端

科
学
技
術
大
学
院
大
学
と
の
交
流
、
今
後
に
向
け
た

継
続
的
な
交
流
、
共
同
研
究
へ
の
発
展
の
ビ
ジ
ョ
ン

の
共
有
が
あ
っ
た
。
二
人
目
は
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
同
窓
会
組
織
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス

ク
ラ
ブ
（
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）
」
メ
ン
バ
ー
を
代
表
し
て
、
国

立
研
究
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
庁
の
コ
ル
ビ
ィ
・
サ
ブ
リ

ナ
氏
が
登
壇
。
Ｓ
Ｓ
Ｐ
で
の
経
験
が
、
そ
の
後
の
ｅ

－

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
な
ど
自
身
の
キ

ャ
リ
ア
形
成
に
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
き
た
か
や
、

現
在
の
活
動
状
況
な
ど
に
つ
い
て
共
有
が
あ
っ
た
。

◇

同
窓
会
幹
事
に
よ
る
い
く
つ
か
の
ア
イ
ス
ブ
レ
イ

ク
の
の
ち
に
行
っ
た
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で
は
、

正
解
が
出
る
ま
で
観
客
か
ら
の
声
援
が
続
く
な
ど
、

か
な
り
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
同
窓
生
同
士
が
垣

根
無
く
つ
な
が
れ
る
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
が
促
進
さ
れ
た
。
参
加
者
の
多
く
は
、

学
生
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
自
由
時
間
に
日
本
留

学
に
関
し
て
積
極
的
に
情
報
を
得
よ
う
と
す
る
姿
も

多
く
見
受
け
ら
れ
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
同
窓
会
は
閉
会
の
言
葉
の
の
ち
、

「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
、W

e	are	O
ne!

」
を
唱
和

し
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
と
な
っ
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
同
窓
会
「
心
を
一
つ
に
」

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
メ
ン
バ
ー
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
集
結

SSCメンバーを代表して登壇したコルビィ・サブリナ氏

JST石黒氏によるNEXUS若手人材交流の説明
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